
（別紙３）

～ R7年　3月　22日

（対象者数） 　23人 （回答者数）
　19人

～ R7年　3月　24日

（対象者数） 　5人 （回答者数）
　５人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・引き続き、今後も継続して行います。

2

・様子など細かく様子をお伝えしたり、発信していきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・地域との交流ができるようなイベント等を検討していきた

いと思います。

2

・以前に３施設で行ったことがあるので、交流もかねて開催

できるように検討していきます。

3

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　すみれ南一色教室

○保護者評価実施期間
R７年　3月　14日

○保護者評価有効回答数

R7年　3月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　3月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域との交流が少ないです。また、事業所の活動内容の周知

できる仕組みや場の提供を充分できていないです。

・すみれ３施設でのイベント等では、沼津、下土狩教室、それ

ぞれの教室との交流の機会はあります。しかし、地域の子ども

との交流の機会は作れていません。

・保護者会が定期的に開催できていなく保護者間の交流は出来

ていません。

・保護者の方の多くは、仕事をしていてそれぞれの時間があわ

ないこともあると思い、検討しているうちに、開催時期を逃し

ていました。

・各家庭からは、あたたかい言葉をもらえているので満足度は

高めだと思われます。

・送迎時、連絡帳、LINEでの密なやり取りを心掛けていま

す。共通認識が出来るように心がけ、保護者に寄り添い家族目

線に合わせた言葉のやりとりを実施しています。

・連絡帳として、その日の活動の様子などを記載するとともに

写真もつけて毎日お渡ししています。

・子どもの表情や一緒に遊んでいる友達の顔などを知ってもら

う事で、家での会話を増やしたり、子ども達が家でも、すみれ

のことを話しやすいようにしています。保護者に安心感をもっ

てもらうためでもあります。

事業所における自己評価総括表公表


